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2017 年 第 28 回 JAICOH 総会および学術集会 のお知らせ（第２報） 

第 28回大会長 歯科医学教育国際支援機構 宮田 隆 

 

日時：2017年７月１日（土） 

15:00～17:00 学生研修会「若い人だからこそできる国際医療貢献」 

講師：宮田隆（歯科医学教育国際支援機構） 

17:15～    懇親会 

2017年７月２日（日） 

8:30～   理事会 

9:30～   開会式 

9:40～   一般口演 

13:00～   総会 

13:30～   シンポジウム「ベテランから若手へー国際医療貢献のバトンタッチー」 

16:00～   懇親会 

※タイムスケジュールについては予定です。 

 

会場：日本大学歯学部４号館 

 

 

 

 

 

 

 上記の通り、第 28回 JAICOH学術集会を開催いたします。シンポジウムでは３名の経験豊富な先

生方をお招きし、若手へのアドバイスと意見交換等を行う予定です。両日とも集会後には JR 御茶

ノ水駅近隣で懇親会を企画しています。皆さまの参加をお待ちしています。 

４号館 

http://jaicoh.org/
mailto:info@jaicoh.org
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2016年度秋期研修会 共催:東京歯科大学国際医療研究会 

 

講 師： 眞木吉信（東京歯科大学衛生学講座 教授） 

浅野一磨（東京歯科大学４年 国際医療研究会 代表） 

テーマ： 歯科国際保健医療について 

日 時： 2016年 12月４日（日曜日）14:30-16:30 

会 場： 東京歯科大学水道橋病院 本館 13階Ｃ教室 

 

研修会報告 

東京歯科大学社会歯科学講座 谷口 健太郎 

2016 年 12 月４日(日)14 時半より東京歯科大学水道橋病院にて 2016 年度秋期研修会を開催いた

しました。今回は東京歯科大学衛生学講座の眞木吉信教授、同大学国際医療研究会代表学生の浅野

一磨君のお二方にご講演頂きました。眞木教授からは『地域規模で考える歯科保健医療』というタ

イトルでご講演頂きました。日本および世界における歯科保健の歴史や流れについて系統立てて説

明頂いた後に、ご自身の経験を踏まえてそれをどのように地域に生かしていくべきかお話しいただ

きました。また、浅野君からは『国際歯科保健と向き合う』というタイトルでご講演頂きました。

学生という立場で何ができるのか？そして何を将来のために学べばよいか？などこれまでの活動

で得られた経験や課題としていることをお話しいただきました。 

今回の研修会では歯学部生・歯科衛生学生をはじめ、多くの参加を頂き、水道橋近辺で行われた

懇親会にもほとんどの方々にご参加いただくことができました。この研修会が JAICOH 初参加とい

う学生さんがほとんどでしたので是非、2017年度学術大会にもつなげて頂ければと思います。 
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国際歯科保健と向き合う 

東京歯科大学国際医療研究会 代表 ４年次 浅野 一磨 

私はこれまでミャンマー、台湾、モンゴルで行われた本学国際医療研究会主催の海外スタディツ

アー事業に参加しました。台湾は例外ですが、主にアジアの発展途上国で大学病院見学やクリニッ

クの見学、幼稚園や高等学校でのブラッシング指導、紙芝居、大学生や高校生に対しての歯科に対

する意識調査などを行ってきました。ライセンスを持っていない我々学生はどうしても行うことの

できる活動内容に制約がありますが、ブラッシング指導などを通して、幼稚園児や高校生が少しで

も口腔に対して興味を持つきっかけになってくれたらと思っています。また将来、国際歯科保健に

携わりたいと考えている私にとって、学生のうちに様々な国や地域を訪問することで人脈を得られ

たことは非常に大きいです。現地の先生方や学生との出会いは将来のためになると思いますし、

JAICOH のような場で活動をされている先生方や同世代の学生に出会い、情報交換をさせて頂ける、

このような場は大変貴重なものです。また途上国の現状を自分の目で見ることができたことも大変

勉強になりました。学生にとっての国際歯科保健とは、「将来国際歯科保健に携わりたいと考える

学生の今後のための活動」であると考えています。海外スタディツアーを行うに際しての準備・訪

問・帰国後の報告書作成というこの一連の流れすべてが勉強になりますし、訪問して得られる人脈

は特に価値のあるものです。 

最後になりますが、今回このような講演の場を与えて頂きましたことに深く感謝申し上げます。

ありがとうございました。 
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役員挨拶 

理 事 

南太平洋医療 

カワムラ歯科医院 

内田 千鶴 

学生の頃は歯科衛生士が海外でも活動出来ることを知

らず、違う世界の事のように思っていましたが、実際に自

分が国際保健に貢献できることになり 11年目を迎えるよ

うになりました。一人一人の小さな支援が集まれば大き

な支援に繋がることなど、国際保健では多くのことを体

験し学ぶことが出来ました。多くの衛生士さんに国際保

健に興味を持ってもらえるようにこれからもたくさんの

方と語り合えることを楽しみにしています。 

 

理 事 

兵庫医科大学歯科口腔外科学講座／兵庫医科大学救急・災害医学講座 

門井 謙典 

JAICOH 初代会長の村居正雄先生に紹介していただき、

学生時代にミャンマーやラオスなどの開発途上国の医療

現場を訪れたことがきっかけで、国際保健、国際協力に興

味を持ちました。JAICOH は、学生や若手からベテランま

でが一堂に会することの出来る貴重な場で、海外での活

動によって得た知識や経験は、いずれ日本にもフィード

バックされると思っています。現在、JAICOH 事務局でメ

ーリングリストの管理を担当しております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

理 事 

南太平洋医療隊 

日本大学松戸歯学部 生化学・分子生物学講座 

竹内 麗理 

 現在の自分の姿は学生時代にはまったく考えにありま

せんでした。大学院修了の年、仲良しのトンガ人留学生と

の話の中でふと思いつき、何のビジョンも、英語力も、技

術もなく、トンガでの国際協力に参加しました。あれから

13 年、細々とずっと続けられています。友人・知人の過

半数はこの分野の方々です。国際協力の仕事に関わるこ

とができ、心から良かったと思っています。 
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事務局より 

会費納入をお願いします！ 

ニュースレター・NGOダイレクトリーによる国際歯科保健医療協力に関わる情報提供など、本会

の事業は皆様から納入いただく会費によって運営されています。つきましては、会費納入にご協

力賜りたくお願い申し上げます。 

年会費は、普通会員：5,000円／年、維持会員：10,000円／年、学生会員：2,000円／年です。

JAICOHの年度は７月１日から６月30日です。 

会費納入先（郵便振替） 

口座；００１４０－９－５９９６０１ 

名称；歯科保健医療国際協力協議会 

他金融機関からの振込用口座番号 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）当座；０５９９６０１ 

 

メーリングリスト（JAICOH－ML）に登録・投稿してください！！ 

JAICOHでは、歯科保健分野における国際協力や地域保健に関するメーリングリスト（JAICOH-ML）

を運用しています。JAICOH 会員の方はもちろん、JAICOH 会員ではなくても、登録することができ

ます。情報交換や、各種研修会等のお知らせにも使用しておりますので、各団体の活動報告や参加

メンバー募集、学生向けのスタディーツアーへの募集のお知らせなどに、ぜひご利用ください。 

なお、この ML には、JAICOH 会員に限らず、歯科保健分野における国際協力、国際保健、地域保

健に関心のある方は誰でも無料で登録が可能です。歯科医師や歯科衛生士だけではなく、他の医療

職、医療と直接関係ない方や学生も OKです。 

ML登録をご希望の方や問い合わせは、１．氏名、２．所属、３．メールアドレスを、JAICOH事務

局 ML 担当・門井謙典（jaicoh-admin@umin.ac.jp）まで送信ください。数日で手続きいたします。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 
７月１日（土）・２日（日）に、第 28回 JAICOH総会・学術集会が JR御茶ノ水

駅すぐそばの日本大学歯学部４号館で開催されます。初日には学生研修会、二日

目にはシンポジウムがあり、テーマである「ベテランから若手へ国際医療貢献の

バトンタッチ」を行います。皆様には是非ともお集まりいただき、交流や情報交

換の場として活用していただければ幸いです。 

また、運営方針へのご意見がありましたらお寄せください。よろしくお願いい

たします（竹内）。 


